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大
学
院
重
点
化
に
よ
っ
て

大
学
院
生
が
大
幅
に
増
加

　

高
学
歴
社
会
を
迎
え
て
、
大
学
院

進
学
は
大
学
卒
業
後
の
重
要
な
選
択

肢
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、

日
本
の
大
学
院
に
関
す
る
情
報
が
、

さ
ま
ざ
ま
に
飛
び
交
っ
て
い
る
が
、

そ
の
多
く
が
「
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
」「
博
士
ホ
ー
ム
レ
ス
」
な
ど
、

否
定
的
な
と
ら
え
方
を
す
る
も
の
が

多
い
。

　

一
昔
前
の
大
学
院
と
い
え
ば
、
向

学
心
に
あ
ふ
れ
、
研
究
を
極
め
た
い

と
い
う
学
生
が
進
学
す
る
も
の
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、

大
学
（
学
部
）
卒
で
の
就
活
に
失
敗

し
て
、
緊
急
避
難
的
に
大
学
院
に
進

学
す
る
学
生
も
い
る
と
い
う
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

資
料
１
は
、
日
本
の
大
学
院
生
数

の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
大

学
院
生
数
は
１
９
６
０
年
か
ら
着
実

に
増
え
て
き
た
が
、
１
９
９
０
年
代

を
境
に
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
。
そ

れ
は
、
１
９
９
１
年
の
大
学
審
議
会

に
お
い
て
、
大
学
院
生
数
を
10
万
人

か
ら
10
年
間
で
２
倍
す
る
と
い
う
計

画
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
い

わ
ゆ
る
「
大
学
院
重
点
化
」
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
欧
米
に
比
べ
て
大
学
院

課題が多い
文系の大学院進学

　「学歴ロンダリング」や「高学歴ワーキングプア」など、と
かくマイナーな印象で語られることの多い文系大学院。学部卒
での就活に失敗して、緊急避難的に大学院に進むケースも見ら
れるが、果たして、その選択は正しいのか。苦境に立つ文系大
学院について現状と問題点を探ってみた。

　　学部より就職率が低い
　　文系大学院の現状

資料１　大学院生の急増

特別
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ま
し
て
や
緊
急
避
難
的
に
大
学
院

に
進
学
す
る
こ
と
は
、
問
題
解
決
を

先
延
ば
し
に
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

か
え
っ
て
不
利
に
な
る
と
い
う
声
も

多
い
。
そ
の
点
を
検
証
し
つ
つ
、
大

学
院
進
学
の
意
義
を
探
っ
て
み
よ
う
。

文
系
大
学
院
卒
の
厳
し
い
実
態

　

ま
ず
、
学
部
卒
と
大
学
院
卒
の
就

職
状
況
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
資
料

２
は
、
学
部
卒
と
修
士
課
程
修
了
者

の
卒
業
後
の
就
職
率
を
比
較
し
た
も

の
だ
が
、
理
学
・
工
学
・
農
学
と
い
っ

た
理
系
で
は
、
修
士
卒
の
就
職
率
が

学
部
卒
を
上
回
っ
て
い
る
の
に
比
べ
、

人
文
科
学
・
社
会
科
学
と
い
っ
た
文

系
で
は
、
就
職
率
が
学
部
卒
を
下

回
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
反
映
し
て
か
、

文
系
修
士
卒
に
お
い
て
は
、
ア
ル
バ

イ
ト（
一
時
的
な
仕
事
に
就
い
た
者
）

や
、
就
職
も
進
学
も
し
な
い
無
業
者

の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

　

文
系
に
お
い
て
は
、
大
学
院
に
進

学
す
る
と
就
職
状
況
は
悪
く
な
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
就
活
失
敗
か
ら
緊
急
避
難

し
て
も
、
よ
り
厳
し
い
状
況
が
待
っ

て
い
る
の
だ
。

　

特
に
人
文
科
学
に
お
い
て
は
、
非

学
院
も
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、「
学
歴
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
」
な
ど
の
問
題
も
生
み

出
し
た
。
就
活
に
お
い
て
は
最
終
学

歴
を
記
入
す
る
わ
け
だ
が
、
先
ほ
ど

の
東
大
大
学
院
の
例
の
よ
う
に
、
学

部
卒
と
な
っ
た
大
学
よ
り
も
、
偏
差

値
的
に
上
位
の
大
学
院
を
出
身
校
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
就
活
で
有
利

に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
た
。
た
だ
、

こ
の
学
歴
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
も
企
業
に

は
広
く
知
れ
わ
た
り
、
最
近
で
は
、

最
終
学
歴
だ
け
で
な
く
、
大
学
院
で

の
研
究
成
果
も
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

進
学
率
が
低
く
、
今
後
の
社
会
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
考
え
た
ら
、
他
の
先

進
国
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
い
う

危
機
感
が
理
由
と
し
て
あ
っ
た
。

　

大
学
院
重
点
化
に
よ
る
定
員
増
に

よ
っ
て
、
大
学
院
入
試
の
レ
ベ
ル
は

必
然
的
に
低
下
し
た
。
そ
れ
は
東
大

を
は
じ
め
と
す
る
国
立
大
で
も
同
様

で
、
そ
れ
ま
で
な
ら
東
大
大
学
院
に

進
学
で
き
な
い
よ
う
な
学
生
で
も
入

学
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
学
院
の
中
に
は
、
志
願
者
が
定

員
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、
入
試
は
ほ
と
ん
ど
フ
リ
ー
パ

ス
で
、
志
願
者
集
め
に
奔
走
す
る
大

正
規
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
無
業
者
の
数

が
半
数
を
超
え
、
社
会
科
学
よ
り
も

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
理
学
・
工
学
・
農
学
と
い
っ

た
理
系
に
お
い
て
は
、
学
部
卒
よ
り

修
士
卒
の
方
が
就
職
状
況
は
良
好
で

あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
１
９
７
０

年
代
か
ら
、
各
メ
ー
カ
ー
が
自
社
の

研
究
所
を
創
設
し
、
自
前
で
企
業
研

究
者
を
養
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
専
門
知
識

を
重
視
し
て
、
修
士
卒
を
採
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

昨
今
は
理
工
系
技
術
者
の
就
職
人

気
の
回
復
で
、
国
立
大
や
有
名
私
大

の
理
系
で
は
、
多
く
の
者
が
大
学
院

に
進
学
す
る
。
就
職
率
も
学
部
よ
り

好
調
な
の
で
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も

続
く
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
人
文
科
学
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
科
学
の
高
度
な
専
門
知
識

は
、
一
部
を
除
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
企

業
は
必
要
と
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ

給
与
水
準
や
待
遇
な
ど
で
、
学
部
卒

と
差
別
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大

学
院
卒
を
採
用
す
る
こ
と
に
二
の
足

を
踏
む
企
業
も
少
な
く
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的

ニ
ー
ズ
だ
け
が
、
修
士
課
程
の
就
職

資料２　専門分野別就職率
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の
だ
ろ
う
か
。

　

資
料
３
「
分
野
別
・
大
学
別
の
修

士
数
の
割
合
」
を
み
る
と
、
人
文
・

社
会
系
と
理
学
・
工
学
・
農
学
系
と

で
は
、
大
学
設
置
者
や
大
学
院
の
学

生
構
成
に
、
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。

　

人
文
系
で
は
、
国
立
大
が
31
％
に

対
し
て
私
立
大
が
65
％
を
占
め
て
い

る
。
社
会
系
で
も
、
国
立
大
が
26
％

に
対
し
て
私
立
大
は
68
％
で
、
同
じ

よ
う
な
状
況
だ
が
、
人
文
系
に
比
べ
、

大
規
模
校
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
が
理
学
系
で
は
、
国
立
大

が
68
％
を
占
め
、
私
立
大
は
24
％
に

過
ぎ
な
い
。
工
学
系
も
同
じ
よ
う
な

状
況
で
（
国
立
大
65
％
、
私
立
大

30
％
）、
農
学
系
に
至
っ
て
は
国
立

大
が
85
％
を
占
め
て
い
る
（
私
立
大

は
12
％
）。

　

文
系
大
学
院
の
主
体
が
私
立
大
で

あ
る
の
に
対
し
、
理
系
大
学
院
は
国

立
大
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
文
系
大
学
院
の
状
況
の
厳

し
さ
は
、
私
立
大
の
厳
し
さ
と
い
う

こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

　

ま
た
資
料
４
は
入
学
者
の
う
ち
他

大
学
出
身
者
が
占
め
る
割
合
を
表
し

た
も
の
だ
が
、
理
系
に
比
べ
、
文
系

は
、
大
学
院
重
点
化
の
影
響
も
あ
り
、

人
文
・
社
会
系
が
22
・
４
％
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
人
文
・
社
会

系
の
大
学
院
卒
の
増
加
が
就
職
状
況

の
悪
化
に
結
び
つ
い
た
と
推
測
で
き

る
。

　

た
だ
し
、
２
０
０
５
年
以
降
は
、

高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
な
ど
、
大

率
に
お
い
て
、
理
工
系
有
利
・
文
系

不
利
の
格
差
が
拡
大
す
る
理
由
で
は

な
い
。

　

１
９
９
０
年
当
時
の
大
学
院
の
系

統
別
割
合
は
、
人
文
・
社
会
系
が

18
％
に
対
し
て
、
理
工
系
が
60
％
を

占
め
、
圧
倒
的
に
理
系
が
多
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
10
年
後
の
２
０
０
３
年
に

の
修
士
課
程
に
お
い
て
は
、
他
大
学

出
身
者
の
占
め
る
割
合
が
か
な
り
高

く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
系
の

大
学
院
入
学
は
、
か
な
り
流
動
的
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
、
定
員
を
自
学
の
学
部

卒
で
は
ま
か
な
え
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
る
。
前
述
の
学
歴
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ
な
ど
も
、
こ
の
傾
向
を
反
映
し
た

も
の
で
、
東
大
や
京
大
な
ど
旧
帝
大

で
も
、
こ
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
私
大
の
文
系
大
学
院
の
中

に
は
、
大
学
の
箔
を
つ
け
る
た
め
に

大
学
院
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
研
究
実

績
を
残
せ
ず
、
就
職
率
も
上
が
ら
な

け
れ
ば
、
志
願
者
が
集
ま
ら
ず
、
定

員
割
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

大
学
院
に
進
学
す
る
場
合
は
、
就

職
に
失
敗
し
た
と
い
う
よ
う
な
安
易

な
進
学
で
は
な
く
、
修
士
課
程
で
ど

の
よ
う
な
進
路
実
績
が
上
が
っ
て
い

る
か
な
ど
、
確
認
し
て
進
学
す
べ
き

だ
ろ
う
。

埼
玉
大
の
学
部
と
大
学
院
を

連
結
し
た
試
み

　

そ
の
よ
う
な
中
、
埼
玉
大
学
経
済

学
研
究
科
の
修
士
課
程
の
取
り
組
み

資料３　分野別・大学別の修士数の割合

学
院
の
就
職
難
が
マ

ス
コ
ミ
で
盛
ん
に
報

道
さ
れ
た
こ
と
や
、

大
卒
の
就
職
状
況
が

好
転
し
た
こ
と
か
ら
、

人
文
・
社
会
系
の
大

学
院
進
学
の
伸
び
は

頭
打
ち
状
態
で
、
就

職
率
は
以
前
よ
り
改

善
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
資
料
２
の
よ
う

に
学
部
卒
を
上
回
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

私
立
の
文
系
大
学

院
が
き
び
し
い
状

況
　

で
は
、
ど
の
よ
う

な
文
系
大
学
院
が
就

職
で
苦
戦
し
て
い
る
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が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
科

は
、
こ
れ
ま
で
、
社
会
人
の
修
士
課

程
、
博
士
課
程
教
育
を
行
う
大
学
院

と
し
て
知
ら
れ
、
修
士
課
程
で
は
、

定
員
30
名
の
う
ち
、
社
会
人
が
20
名
、

残
り
の
10
名
が
ほ
ぼ
留
学
生
だ
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
、
こ
れ
に
加
え
て
、

新
卒
の
修
士
も
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
今
年
か
ら
経
済
学

部
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
枠
で
導
入
さ

れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
レ
ン
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ふ
ま
え
、
２
０
１
３
年

か
ら
修
士
課
程
に
お
い
て
、
タ
イ
の

大
学
と
の
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
学
部
と
大
学
院

が
う
ま
く
連
結
す
る

こ
と
で
、
実
践
的
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
を
目
ざ
す
と
い
う
。

　

経
済
学
部
長
で
も

あ
る
薄
井
和
夫
研
究

科
長
は
、

　
「
文
系
大
学
院
の

展
望
を
語
る
と
き
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
り
ま
す
。
た
だ

今
ま
で
は
語
学
や
国

際
文
化
交
流
な
ど
人

文
科
学
系
が
目
立
ち

ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
経
済
学
な
ど
社

会
科
学
系
の
人
材
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
」
と

話
す
。

　

海
外
企
業
の
経
営
者
に
は
修
士
や

博
士
が
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
、
ま

た
国
際
機
関
で
の
採
用
も
修
士
以
上

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
も
国

家
公
務
員
総
合
職
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

の
成
績
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

若
手
総
合
職
の
海
外
の
大
学
院
留
学

も
一
般
的
だ
。
ま
た
地
方
自
治
体
や

海
外
展
開
を
目
指
す
地
元
企
業
で
も

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
ニ
ー
ズ
は
急

速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
社

会
科
学
系
、
特
に
経
済
や
経
営
の
専

門
知
識
が
欠
か
せ
な
い
。

　
「
本
学
で
は
、
そ
の
よ
う
な
現
実

を
踏
ま
え
て
、
学
部
か
ら
大
学
院
修

士
課
程
へ
の
連
結
を
意
図
し
て
、
学

部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
レ
ン
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
、修
士
課
程
の
ダ
ブ
ル
・

デ
ィ
グ
リ
ー
・
コ
ー
ス
を
作
っ
た
の

で
す
。
成
績
が
優
秀
で
あ
れ
ば
、
学

部
教
育
を
３
年
で
早
期
卒
業
で
き
る

と
い
う
制
度
も
導
入
し
、
２
年
の
修

士
課
程
と
合
わ
せ
て
、
５
年
間
の

コ
ー
ス
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
現
在

は
１
人
で
す
が
、
将
来
は
も
っ
と
増

え
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
タ
レ
ン
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
前
期
日
程
で
の
定
員
が

資料４　系統別他大学出身者の占める割合

20
名
で
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
の

み
で
判
定
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

２
０
１
４
年
入
試
の
志
願
者
数
は
約

２
０
０
名
、
志
願
倍
率
は
10
倍
と
な

り
、
好
調
な
ス
タ
ー
ト
だ
。

　

海
外
の
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ

グ
リ
ー
も
、
前
半
１
年
を
タ
イ
の

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
で
の
英
語

の
授
業
、
後
半
の
１
年
は
埼
玉
大
で

修
士
論
文
に
取
り
組
む
。
修
士
の
学

位
を
ダ
ブ
ル
で
取
れ
れ
ば
、
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
で
も
通
用
す
る
。

　

埼
玉
大
の
学
部
と
大
学
院
を
連
結

し
た
取
り
組
み
は
、
大
学
院
進
学
を

考
え
る
際
に
注
目
す
べ
き
視
点
で
あ

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

大
学
院
の
状
況
を
知
る
に
つ
れ
、

就
職
に
失
敗
し
た
、
昔
に
比
べ
て
進

学
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
安
易
な

理
由
で
は
な
く
、
大
学
院
進
学
の
目

的
を
明
確
に
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

特
に
、
文
系
の
大
学
院
に
つ
い
て
は
、

大
学
院
の
方
が
就
職
が
厳
し
い
状
況

な
の
で
、
し
っ
か
り
し
た
目
的
意
識

を
持
ち
、
そ
の
進
路
設
計
に
合
っ
た

大
学
院
進
学
を
考
え
さ
せ
た
い
も
の

で
あ
る
。

�

（
取
材
／
文
・
木
村
誠
）


